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遠藤 爵里 (東大 ･理)
アカゲザル上下顎の構造の力学的特徴を調べる
ため,静力学的に噛んだ状態を再現させる荷重装
置を完成させた｡この装置における骨に加わる外
力のうち,歯に加わる力を一定とした｡筋力とし
ては,攻筋,側頭筋,外冥突筋の3種の筋力につ
いて,Schumacher(1961)の生理学的杭断面群
のデーターをもちいてその比率で各筋の相対力を
決定した｡これらに若干の条件を加えて顎関節の
力を定めた｡
はじめに,下顎骨について突放を行なうため,
その各部に取りはがし可能な特注の3軸ロゼット
型ストレーンゲージを貼りつけた｡また上記の筋
附着部にはキャンバス片を貼りつけ,荷盃装位に
接続した｡ストレー ンゲージは高速ディジタル歪
側定器のスキャナーに接続した｡実放測定におい
て,歯に対する荷重は20〔N〕とし,歯槽平面に
垂直に加えた｡
結果は,入手できたゲージ数に限りがあるので
今後も続行しなければ明確には示せないが,少く
とも現在迄に得たデーターからいえることは下記
の通りである｡
1.下顎体に曲げモーメントが生じるのは当然の
ことであるが.ねじりモーメントも検出され
る｡
2.切歯荷重において下顎体後部に著しい歪が生
じていることから,アカゲザル下顎は切歯使
用適応型ではなく,むしろ白歯使用適応型に
近い｡
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